
県内の発生動向について
茨城県衛生研究所 感染症情報センター

感染症診療における早期対応
に関するWeb研修会
2023年8月8日



0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

40 42 44 46 48 50 52 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30

2022 2023

全国 茨城県

新型コロナウイルス感染症
第30週(7/24-30)定点当たり報告数

 全国 ：15.91
 茨城県：16.70

2022年第40週～2023年第30週定点当たり報告数*

※2023年第18週以前の数値は過去の報告を元に集計された参考値（厚生労働省）
・全国、全県で報告数は増加傾向
・ほぼすべての年齢群において報告数が増加している
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インフルエンザ
第30週(7/24-30)定点当たり報告数

 全国 ：1.64
 茨城県：0.59

・例年の同時期と比べると報告数が多い状況が続いている
・主にAH3型が検出されている(28週にAH1pdmの検出)



RSウイルス感染症
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• 小児の初感染で症状が重くなり
やすい

• 高齢者施設で集団感染、重症例
の報告あり

• 2021年は過去10年間で最も大き
な流行のピークがあった

第30週(7/24-30)定点当たり報告数
 全国 ：2.25
 茨城県：2.07
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ヘルパンギーナ
警報開始レベル(6.0)

• 過去10年間で最も大きな流行
• 全国では26週に6.47と警報レベルを超
える報告

• 30週は土浦保健所管内で6.71

第30週(7/24-30)定点当たり報告数
 全国 ：4.34
 茨城県：3.35



梅毒
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・第30週時点では、過去最多の報告数であった2022年とほぼ同程度の報告数
・2023年は2件の先天梅毒の報告（第8週、26週）

過去最多
240件



レジオネラ

・報告数は増加傾向にある。60－80歳代の男性が中心。
・2023年6月末ー7月にかけて宮城県内の医療機関においてレジオネラ肺炎の集団発生事例あり（複数名死亡）。
・必要に応じ患者由来の菌株・検体（喀痰）の確保をお願いします。

＊「レジオネラ症患者の発生時等の対応について」厚労省通知・健衛発第0903001号平成１４年９月３日
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茨城県感染症情報センター

毎週木曜日に週報のホームページ掲載
• 全数・定点報告
• 保健所別の報告数
• 年齢群別の報告数
• コメントの掲載

「茨城県感染症流行情報」



茨城県衛生研究所 twitter

・院内の注意喚起
・健康観察の強化

・感染予防対策の強化

「いばえいけん」
で検索


